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長寿番組『名曲アルバム』
制作の舞台裏

メディア研究部  河口眞朱美

はじめに

2023年，テレビは放送開始70年を迎えた。
その中で，長い歴史を刻んでいる番組の中に

『名曲アルバム』がある。放送開始は1976年，
2026年には50周年を迎えるNHKの長寿番組
である。5分という限られた時間に，クラシック
を中心とする音楽のエッセンスが詰め込まれ，
作品に縁のある地の映像と，曲にまつわるエピ
ソードを紹介，通算およそ1,300 作品が放送さ
れてきた。筆者も，当番組の制作に携わってき
たことから，今回の「放送研究リポート」では，
その制作テクニックを紹介することにしたい。

音楽の名所で行われるロケ

この番組の映像は資料映像と思われる向き
もあるが，毎回，世界の音楽の名所を訪ねて
いる。筆者も1999年秋にヨーロッパでロケを行
い，他業務と並行しながら6年かけて14本を
完成させた経験がある。ハイビジョン放送開
始の折にまとめられた「名曲アルバム100選」シ
リーズを中心に，サン・サーンスの「白鳥」やク
ライスラーの「愛の悲しみ」，バッハの「（G線

上の）アリア」など，クラシックの名曲中の名曲
を選曲，5か国で撮影を行った。

5分といえども，画面のカット数は，音楽のテ
ンポにもよるが，平均18 ～ 25カット，字幕によ
る取材情報は，20枚程度になる。曲名と作曲
者名や生没年などの基礎情報に加えて，音楽家
の生い立ちや作品の舞台となった場所でのエピ
ソードなど，多くの場合，1曲あたり2つのネタ
が入る構成になっている。

どんな曲でも5分に仕上げる

5分という時間が，聴き手にとって聴きやすい
のか，この番組コンテンツは，CDブックでの売
り上げも細く長く続く隠れたベストセラーとなっ
ている。
「名曲ってなんでも5分なんですか？」と真顔

で尋ねられたこともあるが，むろん，選ばれた
名曲は，1分にも満たない旋律から，優に1時
間を超える交響曲なども対象になっており，ディ
レクターと編曲者と，時には演奏者とで知恵を
出し合いながら，番組オリジナルになる曲の方
向性を決め，最終的には指揮者や演奏者との
録音の場で，まとめられる。

例えば，1分に満たないものは，楽器編成を魅
力的なものに変えて変奏曲にしたり，場合によっ
ては，関連のある別作品との合わせ技でメド
レーにするなど，工夫を凝らしている。大曲であ
れば，どの部分を引用するかによって，まるで違
う作品になり得るわけだが，ベートーベンの第5
交響曲「運命」であれば，冒頭の“ジャジャジャ
ジャーン”であり，第9交響曲であれば，最終
楽章の合唱部分と，より多くの人が聴いたこと
があるであろう部分を取り上げることになる。そ
のエッセンスを中心にしつつ，ほかの要素も5分
に織り込んで楽しめる作品に仕上げている。

シューベルト作曲「未完成交響曲」で紹介した
オーストリアのグラーツ
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アリ・バローゾ作曲「ブラジルの水彩画」

ストップウォッチ片手に演奏者に指揮

5分に仕上げる苦労といえば，録音の際の演
奏者の苦労は半端ではない。音の放送尺として
は，冒頭の余白と最後の余韻を差し引いて計
算すると4分48～53 秒くらいが適当な尺になる
ため，せっかくよい演奏をしても，この目安より
長すぎたり短すぎたり，というだけでボツになっ
てしまう。普段は時間など気にしない指揮者で
も，ストップウォッチ片手にオーケストラに指示
を出す。1曲1時間程度の収録時間だが，再生
して確認する時間もあるため，結構，時間がか
かる。一発でうまく収まれば，拍手喝采で気持
ちよく終わることができるのだが，なかなかそ
うはいかないのが収録の現場だ。とくにオーケ
ストラの場合，拘束できる時間や休憩の回数と
時間があらかじめ組合の合意事項として決めら
れているため，1時間を超えてくると，演奏者も
ディレクターも，そわそわと落ち着かなくなるの
が常だ。“時間の縛りを超えた芸術のはずなの
に，時間に追われるとあっては，クオリティー
の追求どころではない”とお怒りになる指揮者
もおられたが，昨今はそれをむしろ粋に感じて
引き受けてくださるのは，質のよい長寿番組と
捉えていただいているがゆえと感じる。

隠れた名曲も紹介

“THE名曲”を取り上げている『名曲アルバ
ム』だが，むろん，隠れた名曲を紹介すること

もこの番組の目的の1つなので，CMソングなど，
時代の空気を反映して耳にすることが増えた名
曲は，その時 で々紹介しており，こんな例もある。
20世紀に活躍したメキシコの作曲家バルセラー
タの「エル・カスカベル」は，このタイトルだけ
ではピンとこないが，作品を聴くと多くの人が思
い出すドラマがある。民放のドラマ『踊る大捜
査線 』，このドラマのテーマ曲冒頭が，エル・カ
スカベルを思い起こさせるのだ。作曲・編曲家
の仕事は，デザインのパタンナーによく似てい
る，とある作曲家から聞いたことがあるが，記
憶の集積が創造の源でもある音楽の世界では，
こうしたことは決して少なくない。珍しい例では
あるが，日本では無名だったメキシコの作曲家
バルセラータの名が知られるきっかけとなった。
名曲アルバムならではのエピソードでもある。

おわりに

間もなく50年の節目を迎える名曲アルバム。
映像表現が多様になる中で，新しい表現を模
索したシリーズも生まれている。『名曲アルバム＋

（プラス）』である。例えば，バレエ「白鳥の湖」
の音源を再利用し，登場する主人公・白鳥役オ
デットと，彼女に相対する存在の黒鳥オディー
ルの二役をバレエダンサーが演じ分けた素材を
CG合成，物語を彷彿とさせる幻想的な映像に
仕上げている。また，モーツァルトの交響曲では，
コンピューターゲームを思わせるデジタルな動き
で，作品の持つ遊び心を比喩的に表現，意外性
もあってか視聴者には好評で，制作者も新しい
表現の場を得，その楽しみを再認識している。

名曲を5 分のパッケージで届けるという，シ
ンプルながら音楽番組のコアともいえる名曲ア
ルバム，今後の進化にも期待をしたい。

（かわぐち ますみ）


